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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《住宅用火災警報器購入費の一部を助成します》
すべての住宅に火災警報器の設置が義務付けられます。

※問合せ先：総務課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）
　

倉
吉
市
で
は
、
既
存
住
宅
へ
の
設

置
を
促
進
す
る
た
め
、
購
入
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

：

申
請
日
に
お
い
て
、
①
ま

た
は
②
の
い
ず
れ
か
で
、
既
存
住
宅

に
居
住
し
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主

① 

倉
吉
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
世
帯

② 

倉
吉
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
さ
れ
て
い
る
世
帯

助
成
対
象

：

居
住
す
る
住
宅
に
、
市

内
の
販
売
店
か
ら
購
入
し
、
取
り
付

け
た
火
災
警
報
器（
日
本
消
防
検
定
協

会
が
鑑
定
し
た
合
格
品
）

助
成
金
額

：

助
成
金
額
は
、
警
報
器

１
個
に
つ
き
、
１
，０
０
０
円
で
、
１

住
宅
当
た
り
３
個
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
期
間

：

平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で（
経
過
措
置
と
し
て
平
成
21
年
１
月

１
日
以
降
に
購
入
し
、
取
付
け
た
場

合
も
対
象
）

申
請
窓
口

▼
総
務
課（
本
庁
舎
４
階
）

▼
支
所
管
理
課（
関
金
支
所
）

申
請
手
続

：

窓
口
に
、
印
鑑（
認
印

可
）を
持
参
の
う
え
、
次
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
助
成
金
交
付
申
請
書（
窓
口
に
備
付

け
て
い
ま
す
）

▼ 

支
払
請
求
書
兼
領
収
書（
窓
口
に
備

付
け
て
い
ま
す
）

▼
領
収
書（
原
本
）

▼
取
付
け
た
写
真

！
注
意
事
項

！ 

申
請
は
、
１
住
宅
に
つ
き
１
回
限

り
で
す
。

！ 

賃
貸
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、

設
置
す
る
と
き
必
ず
所
有
者
の
了

解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

！ 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

・ 

市
職
員
や
消
防
署
職
員
が
訪
問

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

・ 

業
者
に
よ
る
点
検
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
16
年
の
消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

・ 

新
築
住
宅（
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
に
新
築
し
た
住
宅
）は
、
新
築
す
る
と

き
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・ 

既
存
住
宅（
平
成
18
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
）は
、
平
成
18
年
６

月
１
日
か
ら
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
設
置
す
る
場
所
】

・
寝
室

：

普
段
就
寝
し
て
い
る
部
屋（
子
ど
も
部
屋
な
ど
も
、
就
寝
に
使
用
し

て
い
る
場
合
は
設
置
が
必
要
で
す
）

・ 

階
段

：

就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
の
あ
る
階
段
の
踊
り
場

　

※
台
所
も
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

《春の全国交通安全運動》
実施期間：４月６日（月）～１５日（水）の１０日間
※問合せ先：総務課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

事故ゼロへ
心をつなごう  
手をつなごう

【
運
動
の
重
点
】

① 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

② 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

４
月
６
日（
月
）か
ら
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
な
い
安
心
・
安
全
な
倉

吉
市
を
め
ざ
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

【 

運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
】

◎ 

子
ど
も
た
ち
の
新
入
学（
園
）の
時
期

で
す
。
小
学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園

の
周
辺
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
配
慮

し
た
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 　

ま
た
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た
運
転

に
も
努
め
、交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◎ 

歩
行
者
・
自
転
車
や
ほ
か
の
車
両
に
自

車
の
接
近
を
知
ら
せ
る
た
め
、
車
の
ラ

イ
ト
を
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◎  

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

と
、
子
ど
も
の
体
格
に
あ
っ
た
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と
座
席
へ
の

正
し
い
取
り
付
け
を
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。

◎ 

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
を
し

な
い
、
車
を
運
転
す
る
人
に
は
お
酒

を
勧
め
な
い
、を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【 

自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
へ
】

◎ 

交
差
点
な
ど
で
は
、
一
時
停
止
を
確
実

に
行
い
、
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

二
人
乗
り
、
携
帯
電
話
使
用
で
の
走

行
は
、
非
常
に
危
険
で
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎ 

日
ご
ろ
か
ら
点
検
と
整
備
を
行
い
、

自
転
車
に
も
反
射
材
を
取
り
付
け
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

【 

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
】

◎ 

夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い
服

装
で
靴
や
持
ち
物
に
反
射
材
を
付
け

て
、
運
転
者
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

譲
り
合
い
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

持
ち
、信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
は
、

必
ず
信
号
を
守
り
、
前
方
左
右
な
ど

周
囲
の
状
況
を
確
認
し
て
通
行
し
ま

し
ょ
う
。　

▲ 子どもたちに優しい運
転をお願いします
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平
成
21
年
３
月
第
３
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
９
日（
月
）か
ら
26
日（
木
）ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
21
年
度

一
般
会
計
予
算
案
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
案
な
ど
52
議
案
、
議
員
発
議
１
件
、
陳
情
５
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録
（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、
６
月
中
旬

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

議
会
事
務
局
（
あ
２
２―

８
１
４
５
／
い
２
２―

８
１
４
６
）

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

■
報　

告
■

【 

報
告
受
理　

２
件 

】

●
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
）２
件

■
議　

案
■

【 

原
案
可
決
、
承
認
、
同
意　

50
件 
】

● 

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
計
28
件
の
予
算
案
件

● 

定
住
自
立
圏
構
想
推
進
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
な
ど
計
13
件
の
条
例
案
件

●
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

● 

市
道
の
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い
て

● 

山
守
郵
便
局
の
郵
便
局
取
扱
事
務
を
取
り

扱
う
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

● 

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
規
約
を
変

更
す
る
協
議
に
つ
い
て

● 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て（
福ふ
く
い井

　

伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
を
任
命
）

●
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て（
野の

ぎ儀

　

厚あ
つ
し志 

さ
ん
を
選
任
）

● 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
松ま
つ
い井　

美み

ち

こ

智
子
さ
ん
を
推
薦
）

■
陳　

情
■

【 

趣
旨
採
択 
２
件 

】

● 

地
域
住
宅
整
備
事
業
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

● 

市
営
住
宅
米
田
団
地
建
設
事
業
の
早
期
着

工
と
公
共
事
業
の
前
倒
し
発
注
に
つ
い
て

【 

不
採
択 

２
件 

】

● 

物
価
上
昇
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

● 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
へ
の
資

格
証
明
書
交
付
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て

【 

継
続
審
査 

２
件 

】

●
用
地
売
却
に
つ
い
て

●
砂
防
ダ
ム
早
期
設
置
に
つ
い
て

■
議
員
発
議
■

【 

原
案
可
決 

１
件 

】

● 

倉
吉
市
く
ら
し
よ
し
産
業
元
気
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

市議会報告

３月定例会

平
成
21
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
案
な
ど
、
52
議
案
を
審
議

【２1年度当初予算の主な内容】
＜雇用の維持と確保事業＞　
・ 緊急雇用創出事業…3,208 万円（雇用
創出人数 34人）
・ ふるさと雇用再生特別基金事業…
3,401 万円（雇用創出人数 15人）
＜地域産業振興基盤の整備＞　
・ 西倉吉工業団地再整備事業…2 億
7,200 万円
・ 産地競争力強化対策事業…3億5,240
万円（梨選果場の再整備）
＜消費者の安全確保と生活支援＞　
・ 住宅用太陽光発電システム導入促進
事業…100 万円（設置者に 10 万円を
補助）
・ 消費者行政推進事業…103 万円
＜若者定住対策＞　
・ 保育料の軽減…2,000 万円（Ｄ５階層
～Ｄ７階層の保育料見直し）
・出会い・結び合い事業…29 万円
＜教育と青少年健全育成の充実＞　
・ 教科担任制加配教員配置事業…113万
円（小学校で教科担任制を試行する）
・ 河北中学校移転基本設計業務委託…
1,000 万円

《条例制定・改正の主なもの》
① 定住自立圏構想推進基金条例の制定
について…定住自立圏構想を推進す
るため中心市である本市に対して交
付された、地域活性化・生活対策臨
時交付金を基金として積み立てるた
め、定住自立圏構想推進基金条例を
制定するものです。
 ② 倉吉市駐車場の設置及び管理に関す
る条例の一部改正について…新町駐
車場へ自動料金精算システムを導入
し無人化とし、さらに南側に整備す
る普通駐車場の料金を１時間未満無
料、２時間以内 200 円とし、定期駐
車料金は月額 5,500 円に引下げるも
のです。

・ 駅前駐車場は午前０時から午前７時
までの時間帯についても３０分未満
の駐車料金を無料とし、日中の駐車
料金体系に統一されます。
※問合せ先：財政課（あ２２―８１６３／い２２―

１０８７）

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時：4月22日（水） AM10：00～12：00

場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。

  秋 本 農 園

  倉吉市大塚

（秋本吉人）

あ/い26-4128
ぇ0120-366220

■地元コシヒカリ  ３，２００円/10ｋｇ
■三朝コシヒカリ  ３，４００円/10ｋｇ

■コシヒカリブレンド   ２，８００円/10ｋｇ

■奥出雲はざかけコシヒカリ
３，７００円/10ｋｇ

■モチ米  ４００円/1ｋｇ
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ひ
と
り
親
家
庭
児
童
小
中
学

校
入
学
支
度
金
に
つ
い
て

　

倉
吉
市
内
に
居
住
す
る
ひ
と
り
親

の
児
童
が
、
小
学
校
、
中
学
校
な
ど

に
入
学
し
た
場
合
、
そ
の
保
護
者
に

対
し
て
支
度
金
を
支
払
い
ま
す
。

対
象
者

：

ひ
と
り
親（
母
子
、
父

子
）家
庭
の
保
護
者
。
た
だ
し
、
生

活
保
護
受
給
者
お
よ
び
前
々
年
分

の
所
得
税
を
納
付
し
て
い
る
人
は

除
き
ま
す
。

金　

額

：

１
万
円

必
要
書
類

：

請
求
書（
子
ど
も
家

庭
課
に
あ
り
ま
す
）、
印
鑑
、
児

童
扶
養
手
当
証
書（
受
給
者
の

み
）、
金
融
機
関
の
預
金
通
帳（
請

求
者
本
人
）

請
求
期
限

：

５
月
15
日（
金
）

※
問
合
せ
先

：

子
ど
も
家
庭
課（
あ
２
２

―

８
２
２
０
／
い
２
２―

７
０
２
０
）

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付

に
つ
い
て

　

倉
吉
市
で
は
、
重
度
障
が
い
の

あ
る
人
の
社
会
参
加
促
進
を
目
的

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

：

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人（
有
効
ま
た
は

判
定
期
限
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
期
限
の
到
来
し
て
い
な
い
も

の
に
限
り
ま
す
）

① 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級

②
療
育
手
帳
Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※ 

た
だ
し
、
人
工
透
析
の
通
院
費

助
成
を
受
け
る
人
お
よ
び
、
居

住
地
特
例
の
対
象
と
な
る
施
設

な
ど
に
入
所
、
も
し
く
は
入
居

し
て
い
る
人
の
う
ち
、
他
市
町

村
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支

給
決
定
を
受
け
て
い
る
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
内
容

：

申
請
を
受
け
た
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
間

の
月
数
に
１
，
５
０
０
円
を
乗

じ
た
額
を
限
度
と
し
、
５
０
０

円
券
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

：

①
〜
③

の
手
帳
、
印
鑑

※
申
請
・
問
合
せ
先

：

福
祉
課（
あ
２
２

―

８
１
１
８
／
い
２
２―

７
０
２
０
）

関
金
庁
舎
支
所
管
理
課（
あ
４
５―

２
１
１
１
／
い
４
５―

３
９
６
４
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が

変
わ
り
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基

カ
ー
ド
）が
、
４
月
20
日（
月
）か
ら

本
人
確
認
機
能
が
強
化
さ
れ
た
新

し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す（
今
ま

で
の
住
基
カ
ー
ド
も
引
き
続
き
使

用
可
能
で
す
）。

　

こ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
に
券

面
事
項
を
書
き
込
む
こ
と
で
、
券

面
の
偽
造
・
変
造
防
止
に
役
立
ち

ま
す
。

　

新
し
い
住
基
カ
ー
ド
に
は
、
こ

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
追
加
の

ほ
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
共
通
ロ
ゴ

マ
ー
ク
も
印
刷
さ
れ
ま
す
。

※ 「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
は
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
と

同
様
に
、
本
人
確
認
書
類
と
し

て
使
用
で
き
ま
す
。

※ 

住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
は

５
０
０
円
で
す
が
、
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
は
無
料
で
す
。

※
問
合
せ
先

：

市
民
課（
あ
２
２―

８
１
５
５
／
い
２
２―

２
９
５
４
）

固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
を

利
用
す
る
人
へ
お
願
い

　

固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
を
利

用
し
て
い
る
人
で
、
相
続
な
ど
に

よ
り
土
地
・
家
屋
の
名
義
を
変
更

し
た
場
合
、
口
座
か
ら
振
替
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
口
座
振
替
を
利
用
す
る
場
合

は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

税
務
課（
あ
２
２―

８
１
１
４
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

■
行
政
相
談
所

①
４
月
20
日（
月
）
午
後
１
時
〜

３
時　

市
役
所
第
３
会
議
室（
東

庁
舎
３
階
）

②
４
月
24
日（
金
）
午
後
１
時
〜

４
時　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
あ
４
５―

３
８
０
０
）

相
談
員

：

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員

※
問
合
せ
先

：

総
務
課
（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

■
農
家
相
談
会

と　

き

：

４
月
20
日（
月
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
庁
舎
３
階
）

内　

容

：

農
業
の
受
委
託
、
農

地
の
賃
借
・
移
譲
・
転
用
、
農
業

者
年
金
な
ど

※
問
合
せ
先

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
あ
２
２―

８
１
７
１
）

■
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

と　

き

：

４
月
24
日（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

内　

容

：

弁
護
士
、
司
法
書
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
中
部
消
費
生

活
相
談
室（
倉
吉
未
来
中
心
）（
あ
２
２

―

３
０
０
０
）

■
市
民
生
活
特
別
相
談
窓
口

内　

容

：

離
職
・
休
業
な
ど
収

入
減
に
よ
る
生
活
不
安
、
市
民
生

活
全
般
の
困
り
ご
と
の
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

市
民
生
活
相
談
室（
本

庁
舎
西
側
・
市
民
参
画
課
内
）（
あ
２
２

―

２
７
１
７
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

４
月
か
ら
市
役
所
の
開
庁
時
間
が
午
後
５
時
15
分
ま
で
に

な
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
及
び
市
の
関
係
機
関（
関
金
支
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
水
道
局
）
の
開
庁
時
間
が
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
現
行　

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
30
分
ま
で
）に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
今
後
と
も
業
務
の
効
率
的
な
実
施
に
よ
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
の
機
関
に
つ
い
て
は
、
開
庁
時
間
な
ど
が
異
な
る
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

市
民
課
は
従
来
ど
お
り
毎
週
木
曜
日
は
、
午
後
６
時
30
分
ま
で
窓
口

延
長
を
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

職
員
課（
あ
２
２―

８
１
６
４
／
い
２
２―

１
０
８
７
）
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平
成
22
年
倉
吉
市
成
人
式
の

日
程
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
の
倉
吉
市
成
人
式

は
、
新
成
人
の
参
加
し
や
す
い
日

程
を
考
え
、
平
成
22
年
１
月
３
日

（
日
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ
２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

１
６
３
８
）

関
金
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

艇
庫
を
開
館

  

カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
水

上
散
歩
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

開
館
期
間

：

４
月
25
日（
土
）〜
８

月
31
日（
月
）

※ 

開
館
期
間
は
、
大
山
池
の
水
位
な

ど
、
自
然
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

利
用
料
金

▼
ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー

　

一
般　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　
　

３
０
０
円

▼
ボ
ー
ト

　

一
般　
　
　
　

 

１
，０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

休
館
日

：

月
、
火
曜
日

※ 

利
用
の
際
に
は
、
注
意
事
項
な

ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ
２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

１
６
３
８
）

道
路
や
水
路
に
関
す
る
手
続

き
に
つ
い
て

　

自
宅
な
ど
の
土
地
の
整
理
を
行

う
た
め
に
道
路
や
水
路
と
の
境
界

確
認
が
必
要
な
場
合
、
土
地
造
成

な
ど
の
た
め
に
道
路
や
水
路
の
形

状
変
更
や
占
用
が
必
要
な
場
合
、

ま
た
、
す
で
に
道
路
や
水
路
の
敷

地
を
使
用
し
て
い
る
場
合
の
手
続

き
は
、
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
や
水
路
で
も
国
や

県
な
ど
で
管
轄
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

管
理
課（
あ
２
２―

８
１
７
４
／
い
２
２―

８
１
７
９
）

カ
ラ
ス
に
よ
る
農
業
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
は
、
農
作

物
の
食
害
、ご
み
荒
し
、サ
イ
レ
ー

ジ
や
家
畜
を
突
く
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
カ
ラ

ス
が
集
ま
る
原
因
を
見
つ
け
、
地

域
ぐ
る
み
で
対
策
に
取
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

① 

カ
ラ
ス
の
エ
サ
場
を
つ
く
ら
な

い
・
カ
ラ
ス
を
増
や
さ
な
い

　

摘
果
・
落
果
・
野
菜
ク
ズ
・
生

ゴ
ミ
の
放
置
や
、
家
畜
の
飼
料
・

糞
な
ど
の
管
理
不
足
は
、
耕
作
地

や
畜
舎
な
ど
へ
カ
ラ
ス
を
引
き
寄

せ
、
増
殖
さ
せ
て
し
ま
う
原
因
に

な
り
ま
す
。
農
作
物
残
さ
の
処
分

や
施
設
な
ど
の
管
理
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
、
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
必
要
不
可
欠
で
す
。

② 

カ
ラ
ス
を
入
れ
さ
せ
な
い（
カ

ラ
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
）

　

果
樹
園
や
ス
イ
カ
畑
な
ど
に
カ

ラ
ス
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
ネ
ッ

ト
や
テ
グ
ス
を
張
る
の
が
有
効
で

す
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
を
増
殖
さ
せ

な
い
た
め
に
、
畜
舎
や
堆
肥
舎
な

ど
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
ネ
ッ
ト
や
テ

グ
ス
を
設
置
し
て
、
カ
ラ
ス
の
エ

サ
場
と
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
。
ネ
ッ
ト
は
目
合
い
が
15
㎝
以

下
の
も
の
を
使
い
、
ネ
ッ
ト
が
張

れ
な
い
場
合
は
、
カ
ラ
ス
に
見
え

に
く
い
透
明
や
灰
色
の
テ
グ
ス
を

カ
ラ
ス
が
飛
ん
で
来
る
方
向
に
、

高
さ
や
向
き
を
変
え
て
張
る
の
が

効
果
的
で
す
。

　

な
お
、
黄
色
い
糸
は
カ
ラ
ス
に

良
く
見
え
る
た
め
、逆
効
果
で
す
。

③
増
え
す
ぎ
た
カ
ラ
ス
を
減
ら
す

　

こ
れ
ら
の
対
策
を
行
い
な
が
ら

果
樹
園
・
畑
な
ど
で
は
銃
に
よ
る

捕
獲
を
行
い
ま
す
。

　

「
農
作
物
残
さ
の
処
分
」
や

「
ネ
ッ
ト
・
テ
グ
ス
の
設
置
」な
ど

を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
、
カ
ラ

ス
に
よ
る
農
業
被
害
を
効
果
的
に

減
ら
し
て
い
き
ま
す
。
ほ
か
に
も

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
用
い
た
追
い
払

い
な
ど
、
場
所
に
あ
っ
た
対
策
を

地
域
ぐ
る
み
で
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

※
問
合
せ
先

：

中
部
総
合
事
務
所
農
林

局
農
業
振
興
課（
あ
２
３―

３
１
６
６
）

農
林
課（
あ
２
２―

８
１
５
７
）

倉
吉
歴
史
民
俗
資
料
館
資
料

と
し
て

土
天
神
１
体
＝
琴
浦
町
三
本

杉

：

御お
ん
こ古 

弘ひ
ろ
の
り紀
さ
ん

～防ごう犯罪・つくろう安心なまち～

《自転車の鍵かけ（ワイヤー
錠・二重ロック）》

　毎年、新学期になると自転車の盗難被害が

多発する傾向があります。

○ 盗難被害に遭った自転車の半数以上が施錠

していませんでした

○被害者の約半数が中・高校生です

○ 駅、店などの自転車置場で多発しており、

学校の自転車置場でも発生しています

【防犯対策】

あなたの自転車に「愛錠」をかけましょう

●ワイヤー錠・二重ロックをしましょう！

●わずかな時間でも鍵かけを忘れずに！

●防犯登録をしましょう！

※問合せ先：倉吉警察署（あ２６―７１１０）
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公職選挙法では日本人で満２０歳以上の人は

選挙権があります。

では、満２０歳にはいつなるのでしょうか？

実は、誕生日の前日なんです！４月１日生ま
れの人は２０年後の３月３１日には満２０歳に

なるということです。

選挙期日が平成２１年６月２５日の場合、平

成元年６月２６日生まれまでの人は、投票がで

きるということ！

当日選挙に行けない場合でも不在者投票もで

きます。

※問合せ先：選挙管理委員会事務局

（あ２２－８１１９／い２２－１０８７）

満２０歳以上っていつなるの？

選挙一口メモ①

選挙のめいすいくん
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く
ら
よ
し
若
者
仕
事
プ
ラ
ザ

オ
ー
プ
ン

　

若
者
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
同
じ
よ
う
に
パ

ソ
コ
ン
で
求
人
検
索
が
で
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
職
業
相
談
・
職
業
紹

介
、
職
場
体
験
講
習
、
職
場
見
学
、

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
フ
ェ

ア
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ

：

パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン
２
階

開
所
時
間

：

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
問
合
せ
先

：

若
者
仕
事
プ
ラ
ザ（
あ

４
７―

４
５
１
０
）

奨
学
資
金
奨
学
生
を
募
集

　

倉
吉
市
と（
財
）
三

さ
ん
し
ょ
う松

奨
学
育
英

会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
奨
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

申
請
資
格

‥
５
年
以
上
倉
吉
市
に

住
所
が
あ
り
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
短
大
、
大
学
、
大
学
院
ま

た
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程（
修

業
年
限
が
２
年
以
上
の
も
の
に
限

る
）
に
修
学
す
る
人
で
、
学
資
に

困
っ
て
い
る
人（
た
だ
し
、
ほ
か
の

機
関
か
ら
貸
与
ま
た
は
給
付
を
受

け
て
い
る
人
は
除
く
）

貸
与
額（
月
額
）

【
倉
吉
市
奨
学
生
】
４
万
円

【
三
松
奨
学
生
】
５
万
円

奨
学
生
募
集
人
数

【
倉
吉
市
奨
学
生
】
２
人

【
三
松
奨
学
生
】
若
干
人

申
込
期
限

‥

４
月
20
日（
月
）

申
込
必
要
書
類

‥

貸
与
申
請
書
、

在
学
証
明
書
、
扶
養
義
務
者
の
所

得
を
証
明
す
る
書
類（
倉
吉
市
奨

学
生
に
つ
い
て
は
、
世
帯
全
員
の

所
得
を
証
明
す
る
書
類
）

※
問
合
せ
先

‥

教
育
総
務
課（
あ
２
２―

８
１
６
５
／
い
２
２―

１
６
３
８
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
作
業
員

募
集

　

平
成
21
年
度
に
、
倉
吉
市
内
で

実
施
す
る
発
掘
調
査
の
作
業
員
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

作
業
内
容

：

遺
跡
の
発
掘
作
業

（
表
土
剥は

ぎ
、
遺
構
検
出
、
遺
構
掘

り
下
げ
な
ど
の
作
業
）

作
業
時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
土
日
、
祝
日
、
雨
の
日
を
除
く
）

作
業
期
間

：

年
間
約
２
か
月
程
度

応
募
資
格

：

４
月
１
日
現
在
で
満

75
歳
未
満
、
健
康
で
、
自
分
で
作

業
現
場
に
通
勤
で
き
る
人
。
未
経

験
者
も
可
。

募
集
人
数

：

60
人（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
別
途
面
接
し
、選
考
し
ま
す
）

受
付
日
時

：

４
月
13
日（
月
）・
14

日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

登
録
は
、
先
着
順
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
都
合
の
良
い
日
時

に
お
い
で
く
だ
さ
い

受
付
場
所

：

倉
吉
歴
史
民
俗
資
料

館 

２
階
研
修
室（
倉
吉
博
物
館
南
隣
）

※
問
合
せ
先:

文
化
財
課（
あ
２
２―

４
４
１
９
／
い
２
２―

２
３
０
３
）

埋
蔵
文
化
財
調
査
員
を
募
集

　

平
成
21
年
度
に
、
倉
吉
市
内
で

実
施
す
る
発
掘
調
査
に
従
事
す
る

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

作
業
内
容

：

遺
跡
発
掘
調
査
全
般

募
集
人
数

：

２
人
程
度

雇
用
期
間

：

採
用
さ
れ
た
日
か
ら

平
成
22
年
３
月
19
日（
金
）ま
で

応
募
資
格

：

大
学
で
考
古
学
を
専

攻
、
も
し
く
は
、
そ
れ
と
同
等
と

認
め
ら
れ
る
発
掘
調
査
の
経
験
を

有
す
る
こ
と

応
募
方
法

：

写
真
を
貼
付
け
し
た

履
歴
書
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

履
歴
書
に
は
、
必
ず
考
古
学（
卒
業

論
文
名
な
ど
）お
よ
び
調
査
に
関
す

る
経
歴
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

：

４
月
17
日（
金
）
午
後

５
時

※ 

郵
送
の
場
合
も
期
間
内
に
到
着
し

た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す

選
考
方
法

：

履
歴
の
審
査
・
面
接

※ 

詳
し
く
は
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
問
合
せ
先:

文
化
財
課（
あ
２
２―

４
４
１
９
／
い
２
２―

２
３
０
３
）

Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
監
視
員
募
集

　

関
金
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
の
監

視
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
基
準

：

泳
力
が
お
お
む
ね

２
０
０
ｍ
以
上
あ
る
こ
と
。

※ 

カ
ヌ
ー
お
よ
び
ボ
ー
ト
な
ど
の
経

験
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

雇
用
期
間

：

４
月
24
日（
金
）
〜
８

月
31
日（
月
）

勤
務
時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

45
分

休　

日

：

月
・
火
曜
日（
週
休
２
日
）

※ 

祝
日
、
業
務
な
ど
に
よ
り
休
日
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

採
用
人
員

：

２
人

※ 

そ
の
ほ
か
の
待
遇
は
、
倉
吉
市
臨

時
的
任
用
職
員
規
定
に
よ
る

提
出
書
類

：

履
歴
書

提
出
期
限

：

４
月
13
日（
月
）必
着

面
接
試
験
の
期
日
お
よ
び
会
場

①
と　

き

：

４
月
16
日（
木
）
午
後

１
時
30
分
か
ら

②
と
こ
ろ

：

市
役
所
第
３
会
議
室

（
東
庁
舎
３
階
）　

※
応
募
・
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ

２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

１
６
３
８
）

平
成
21
年
度
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
助
成
団
体
を
募
集

　

皆
さ
ん
の
独
自
の
発
想
と
専
門

性
を
生
か
し
、地
域
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
新
た
な
事
業
を
実

施
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

：

市
内
で
活
動
す
る
５
人

以
上
で
構
成
さ
れ
る
市
民
活
動
団
体

助
成
団
体

：

５
団
体

助
成
金
額

：

上
限
10
万
円

応
募
締
切

：

５
月
15
日（
金
）

申 

請 

書

：

申
請
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
市
民
参
画
課
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

主
な
活
動
内
容

：

保
健
・
医
療
・

福
祉
の
増
進
、
生
涯
学
習
の
推
進
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
文
化
・
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
環
境
保

全
、
地
域
安
全
活
動
、
人
権
擁
護
・

平
和
活
動
、
男
女
共
同
参
画
の
形

成
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
、
市
民

団
体
の
交
流
活
動
な
ど

※
問
合
せ
先:

市
民
参
画
課（
あ
２
２―

８
１
５
９
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集

　

平
成
22
年
春
入
隊
の
一
般
曹
候

補
生
、
幹
部
候
補
生
お
よ
び
任
期

制
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。
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一
般
曹
候
補
生

：

陸
・
海
・
空

の
自
衛
隊
の
中
堅
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
、
技
能
を
磨
き
な
が
ら
定
年
ま

で
勤
務
す
る
制
度
で
す
。
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
人
が
対
象
。

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

：

文
系

ま
た
は
理
工
系
か
ら
自
衛
官
に
進

む
コ
ー
ス
で
、
海
・
空
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
要
員
、
技
術
要
員
お
よ
び
陸
・

空
の
音
楽
要
員
の
幹
部
自
衛
官
に

な
る
制
度
で
す
。
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
人
。
大
学
修
士
課
程
修
了

者（
見
込
み
含
む
）は
、
28
歳
未
満
。

20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
大
学（
短
大
を
除
き
ま

す
）を
卒
業（
見
込
み
含
む
）の
人
。

受
付
期
間

：

４
月
１
日（
水
）
〜
５

月
12
日（
火
）
任
期
制
自
衛
官
は
年

間
を
通
し
て
受
付
し
て
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

総
務
課（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

健
康
農
園
利
用
者
を
募
集

　

倉
吉
健
康
農
園（
大
谷
）・
関
金

健
康
農
園（
関
金
町
関
金
宿
）
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
非
農
家
の
人

【
募
集
期
間
】４
月
１
日(

水)

〜
10

日（
金
）

【
募
集
区
画
】

 

倉
吉
健
康
農
園

　

第
１
農
園
…
９
区
画

　

第
２
農
園
…
10
区
画

　

第
３
農
園
…
17
区
画

　

第
４
農
園
…
10
区
画

 

関
金
健
康
農
園

　

第
１
農
園
…
６
区
画

　

第
２
農
園
…
２
区
画

【
利
用
料
】

 

倉
吉
健
康
農
園

　

66
㎡
…
５
，０
０
０
円
／
年

　

33
㎡
…
２
，５
０
０
円
／
年

 

関
金
健
康
農
園

　

44
㎡
…
３
，７
０
０
円
／
年

　

30
㎡
…
２
，５
０
０
円
／
年

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

農
林
課（
あ
２
２

―

８
１
５
７
／
い
２
３―

９
１
０
０
）
／

関
金
支
所
農
林
課（
あ
４
５―

２
１
１
４

／
い
４
５―

３
９
６
４
）

や
ら
い
や
中
部
！
実
践
者
養
成

事
業
支
援
金
交
付
団
体
を
募
集

　

中
部
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、

意
欲
あ
ふ
れ
る
住
民
の
皆
さ
ん
の

活
動
に
対
し
て
支
援
金
を
支
給
し

ま
す
。

対
象
団
体

：

企
業
・
団
体
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど

対
象
事
業

：

中
部
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
ソ
フ
ト
事
業

支
援
金
の
交
付
額

：

区
分
に
応
じ

て
、
上
限
10
万
円
〜
80
万
円

申
請
期
限

：

４
月
24
日（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と

広
域
連
合
事
務
局
総
務
課（
あ
３
６―

５
２
１
１
／
い
３
６―

１
０
１
６
）

募集期間：４月１５日（水）～２３日（木）

抽 選 日：４月３０日（木）

抽選場所：市役所 大会議室（本庁舎３階）

入居基準の所得

①各種控除後の世帯の所得が、月額１５万８千円以下

② 高齢者・障がい者・子育て世帯などについては、月額２１万４千円以下

（証明書などが必要）

※申込・問合せ先：景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２－８１４０）

募集住宅一覧

住　宅　名 間　取　り 家　　賃
戸
数

駐
車
場

風
呂

上余戸住宅 ２階／３ＤＫ 29,300～57,500円 １
戸 １台 有

上余戸住宅
（メゾネット）

２階／２ＤＫ 23,000～45,100円 １
戸 １台 有

鴨川町住宅 ３階／３ＤＫ 25,500～50,000円 1
戸 １台 有

鴨川町住宅 １階／３ＤＫ 27,600～54,200円 １
戸 １台 有

鴨川町住宅 ３階／３ＤＫ 27,600～54,200円 1
戸 １台 有

・ 鴨川町住宅１階３ＤＫを高齢者または身体障がい者世帯優先入居住宅と
します。
 ・ メゾネットは、室内に上下階があり中階段でつながっているタイプの
住宅です。

市営住宅入居者を募集

特定公共賃貸住宅入居者を募集

募集期間：随時受付
入居基準の所得
　世帯の月額所得が、１５万８千円以上４８万７千円以下（ただし、

１５万８千円以下であっても、年齢が５０歳未満、所得が１２万円以上

で今後所得の上昇が見込まれ、市長が認める人については申込可能です）

・家賃は、入居者世帯の収入により決定します。

・住宅内の見学を希望する人は連絡してください。

※申込・問合せ先：景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２－８１４０）

募集住宅一覧

住宅名 間取り 家　　賃
戸
数
住宅番号

駐
車
場

風
呂

鴨川町住宅
２ＤＫ

（70.46㎡）
従　前51,300円～
変更後43,000円～

3
戸

1F 115 号
2F 214 号
3F 315 号

１
台 有

鴨川町住宅
３ＤＫ

（81.02㎡）
従　前59,100円～
変更後50,000円～

4
戸

1F 113 号
1F 116 号
2F 213 号
3F 313 号

１
台 有

・ 113 号、116 号については高齢者世帯対応住宅
 ・115 号については身体障がい者世帯対応住宅

　中堅所得者向けの鴨川町住宅（特定公共賃貸住宅）について、４月１日
より家賃の見直しを行いました。入居申し込みは先着順となります。
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国
税
庁
で
は
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す

【
受
験
資
格
】①
昭
和
55
年
４
月
２
日

〜
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人　

②

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

平
成
22
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
お

よ
び
卒
業
見
込
ま
た
は
、
人
事
院
に

よ
り
大
学
卒
業
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人

採
用
予
定
数

：

全
国
約
１
，０
０
０
名

試
験
の
程
度

：

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
限

：

〜
４
月
14
日（
火
）

※
問
合
せ
先:

倉
吉
税
務
署
総
務
課（
あ

２
６―

２
７
２
１
）

倉
吉
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
助
成
事
業
活
動
報
告
会

　

平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
事
業
の

助
成
団
体
に
よ
る
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き
：

４
月
25
日（
土
）
午
前
９

時
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ

：

市
役
所
大
会
議
室（
本

庁
舎
３
階
）

内　

容

：

各
助
成
団
体
の
活
動
発
表

※
問
合
せ
先

‥

市
民
参
画
課（
あ
２
２―

８
１
５
９
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

天
神
川
流
域
一
斉
清
掃
に

ご
協
力
を

　

天
神
川
の
上
流
か
ら
河
口
ま
で

の
堤
防
や
河
川
敷
を
、
流
域
の
市

町
が
協
力
し
、
一
斉
清
掃
を
行
い

ま
す
。

　

み
ん
な
で「
美
し
い
天
神
川
」
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

と　

き

：

４
月
12
日（
日
）
午
前
７

時
〜
８
時（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

①
上
北
条
地
区
＝
天
神
川
左
岸

　
　
　
　

新
田
橋
西
詰
河
川
敷

②
上
井
地
区
１
＝
天
神
川
右
岸

新
田
橋
東
詰（
水
辺
の
学
校
）

③
上
井
地
区
２
＝
天
神
川
右
岸

　
　
　
　

大
塚
橋
東
詰
河
川
敷

④
西
郷
地
区
１
＝
天
神
川
右
岸

　
　
　
　

竹
田
橋
東
詰
河
川
敷

⑤
西
郷
地
区
２
＝
天
神
川
右
岸

大
原
橋
東
詰
河
川
敷

⑥
上
灘
地
区
１
＝
小
鴨
川
左
岸

巌
城
橋
北
詰
堤
防

⑦
上
灘
地
区
２
＝
小
鴨
川
右
岸

三
明
寺
橋
南
詰
河
川
敷

⑧
上
灘
地
区
３
＝
天
神
川
左
岸

　
　
　
　

竹
田
橋
西
詰
河
川
敷

⑨
上
灘
地
区
４
＝
天
神
川
左
岸

　
　
　

大
原
橋
下
流
西
詰
堤
防

⑩
成
徳
地
区
＝
小
鴨
川
右
岸

　
　
　

三
明
寺
橋
南
詰
河
川
敷

⑪
明
倫
地
区
・
小
鴨
地
区
＝

小
鴨
川
右
岸
出
口
橋
南
詰
河
川
敷

⑫
高
城
地
区
＝
高
城
小
学
校

⑬
上
小
鴨
地
区
＝
小
鴨
川
右
岸

大
鴨
橋
南
詰（
水
辺
の
学
校
）

⑭
関
金
地
区
＝
市
役
所
関
金
庁
舎

※ 

右
岸
・
左
岸
と
は
、
川
の
下
流
に

向
か
っ
て
の
表
現
で
す

※
問
合
せ
先
：

建
設
課（
あ
２
２―

８
１
６
９
／
い
２
２―

８
１
７
９
）
ま
た

は
関
金
庁
舎
支
所
管
理
課（
あ
４
５―

２
１
１
１
／
い
４
５―

３
９
６
４
）

日
本
三
大
船
神
事「
ホ
ー
ラ

ン
エ
ン
ヤ
」講
演
会

　

12
年
に
一
度
行
わ
れ
る
日
本
三

大
船
神
事「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
」
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
は
約
１
０
０
隻

の
船
が
繰
り
出
す
大
船
行
列
で
５

月
に
松
江
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
を
通
じ
て
日

本
の
ま
つ
り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　

き

：

４
月
26
日（
日
）
午
後
２

時
〜

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視
聴

覚
ホ
ー
ル

講　

師

：

野の

づ津　

龍
と
お
る
さ
ん（
鳥
取

大
学
名
誉
教
授
）

参
加
費

：

無
料　

※
要
事
前
申
込

※
申
込
・
問
合
せ
先

‥

文
化
財
課

（
あ

２
２―

４
４
１
９
／
い

２
２―

２
３
０
３
）
／
図
書
館（
あ

４
７―

１
１
８
１
／
い
４
７―

１
１
８
０
）

合
唱
サ
ー
ク
ル「
た
ん
ぽ

ぽ
」参
加
者
募
集

　

童
謡
・
唱
歌
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ

ン
グ
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

う
合
唱
サ
ー
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

開
催
期
間

：

５
月
〜
平
成
22
年
３

月　

※
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午（
全
21
回
）

第
１
回
開
催
日

：

５
月
27
日（
水
）

定  

員

：

60
人（
先
着
順
）

※ 

定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
倉
吉

市
内
在
住
の
人
を
優
先
し
ま
す

指
導
者

：

吉よ
し
だ田 

美み

ほ保
さ
ん
・ 

河か
わ

本も
と 

真ま

ゆ

み

優
美
さ
ん

会　

場

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

募
集
期
間

：

４
月
13
日（
月
）
〜
30

日（
木
）

参
加
費

：

年
間
５
，０
０
０
円

※
電
話
受
付
の
み

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ

２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

１
６
３
８
）

カ
ヌ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
教
室

受
講
生
募
集

　

倉
吉
市
内
小
学
生
を
対
象
に
、

静
水
面
を
使
用
し
た
カ
ヌ
ー
競
技

の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
県
大
会
、
全
国

大
会
出
場
に
向
け
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
や
、
協
調
性
、
社
会
性

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

日　

程

４
月
25
日（
土
）〜
８
月
30
日（
日
）

※ 

７
月
26
日（
日
）ま
で
は
毎
週
土
・

日
曜
日
。
８
月
か
ら
は
毎
週
日

曜
日

※ 

状
況
に
応
じ
て
時
間
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

時　

間

７
月
ま
で

：

午
前
10
時
〜
正
午

８
月
か
ら

：

午
後
３
時
〜
５
時

と
こ
ろ

：

関
金
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
艇
庫

対
象
者

：

倉
吉
市
内
の
小
学
校
３

年
生
〜
６
年
生

受
講
料

：

一
人
あ
た
り
６
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
実
費
）

※ 

各
大
会
に
出
場
す
る
場
合
、
別
途

旅
費
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す

定　

員

：

10
人（
先
着
順
）

服
装
な
ど

：

濡
れ
て
も
よ
い
服
装

と
運
動
靴
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
な
ど

申
込
締
切

：

４
月
17
日（
金
）

※ 

申
し
込
み
に
は
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す

※
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ
２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

１
６
３
８
）
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第３４回　関金山野草展
　野も山も緑に映えるとき、丹精こめた草花も彩りを添
える好季節となりました。
と　き：５月３日（日）午前８時３０分～午後５時
　　　　　　４日（月）午前８時３０分～午後４時
ところ：関金総合文化センター（関金庁舎隣）

※問合せ先：関金公民館（あ４５―２１１９／い４５―６００３）

第５回「うわなだ桜まつり」
　各町内・女性部・中学生の出店、演芸大会、あそびコー

ナーなど多彩な催し物と

ミニＳＬにも乗れます。
と　き： ４月４日（土）午

前１１時～午後
３時（雨天時は５
日（日））

ところ：上灘中央公園お
よび上灘公民館
※問合せ先：上灘公民館（あ

２２―０６４０）

E V E N T 　 I N F O R M A T I O N
ま ち の イ ベ ン ト

春の盆栽展
　鳥取県中部盆栽会の会員が丹精込めて育てた作品を展

示します。春を告げる花や、緑鮮やかな若葉の姿を楽し

んでください。

と　き：４月１７日（金）～１９日（日）

　　　　午前９時～午後５時（最終日は午後４時）

ところ：まちかどステーション（大正町）

入場料：無料
※問合せ先：鳥取県中部盆栽会事務局（あ２８―１４０７）

第１８回倉吉つぼみ会バレエ発表会
と　き： ４月２６日（日）開演午後２時（開場午後１時３０

分～）

ところ： 倉吉未来中心

　　　　　　大ホール

入場料：無料（要整理券）

　　　　 １階全席指定（正午

より指定席券と交

換開始）

　　　　２，３階自由席
※問合せ先：倉吉つぼみ会バレ

エ教室（あ２２―２０４２）

職業生活設計セミナー　 とっとり県民カレッジ連携講座

生活設計セミナー
テーマ：「公的年金と医療保険」
と　き：４月２５日（土）午後１時３０分～３時
ところ：倉吉交流プラザ 第１研修室
参加費：無料（要事前申込み）
定　員：６０人
※協会ホームページからの申し込みもできます

※問合せ先：（社）鳥取県高齢・障害者雇用促進協会（あ０８５７―

３２―８２６１）

館内情報

　お食事処「せせらぎ」の営業は３

月２９日（日）をもって終了いたし

ました。多くの皆様にご利用いた

だきありがとうございました。

　なお、４月６日（月）まで、店舗

改装のため休業し、新しくお食事

処「米屋」として４月７日（火）オー

プンをいたします。

 せきがね湯命館   
  倉吉市関金町関金宿1139
  （あ 45―2000／い45―3747）

 利用時間：午前１０時～午後１０時

 休 館 日：  第２、４月曜日（祝日の場合

翌日）

倉吉スポーツセンター  倉吉市葵町 591―1（あ 22―5674／い22―5684）
　　　　　　　　　　　　　　　　利用時間：午前８時３０分～午後１０時

初心者のための

 ラージボール教室
初心者のための

 ラージボール教室
　従来の卓球のイメージを一新し、
ボールはひとまわり大きく、しかも
軽くなり、玉のスピードが出ないた
め、子どもから若者や高齢者までが
気軽に楽しめるスポーツです。

と　き： ５月２０日（水）、２７日
（水）、６月３日（水）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分
定　員：２０人

講　師：安
あんどう

藤 節
せつろう

郎さん
参加料：１回３００円
申　込：４月８日（水）午前９時～
　　　  （先着順）

心も体もリフレッシュ

 エアロビクス教室
心も体もリフレッシュ

 エアロビクス教室
　基本のステップから始めるので、

初心者でも安心して参加できます。

音楽に合わせて楽しく体を動かしま

しょう！

と　き： ５月１９日から７月２１日ま

での毎週 火曜日（全１０回）

　　　　午前１０時～１１時

定　員：２０人

講　師：南
なんじょう

條 塁
るい こ

子さん

参加料：１回３００円

申　込：４月８日（水）午前９時～

　　　  （先着順）


